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世
界
の
専
門
家
が
一
堂
に
集
結

　
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
開
催
が

延
期
に
な
っ
て
い
た
「
第
26
回 

統

合
療
法 

日
本
が
ん
コ
ンベン
シ
ョン
」

は
、
11
月
３
日
（
火･

祝
）
京
都
、

７
日
（
土
）・
８
日
（
日
）
東
京
で
、

そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
す
。

　
　
今
年
で
26
回
目
を
迎
え
る
統

合
療
法 

日
本
が
ん
コ
ン
ベン
シ
ョ
ン

は
、
統
合
療
法
の
歴
史
、
内
容
、

ス
ケ
ー
ル
を
含
め
て
日
本
最
大
級
と

も
い
え
る
イ
ベン
ト
で
す
。
今
回
も

国
内
外
か
ら
統
合
医
療
で
成
果
を

上
げ
て
い
る
専
門
家
が
京
都
、
東

京
に
集
結
。
統
合
療
法
の
本
場
で
、

最
先
端
の
治
療
を
展
開
す
る
メ
キ

シ
コ
・
ティ
フ
ァ
ナ
の
症
例
は
じ
め
、

最
新
の
治
療
法
や
予
防
法
な
ど
が

紹
介
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
の
最
大
の
特
徴
は
、
な
ん

と
い
っ
て
も
ラ
イ
ブ
配
信
に
よ
る
オ

ン
ラ
イ
ン
環
境
が
整
え
ら
れ
た
こ
と

で
す
。
入
場
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
に
も
ラ
イ

ブ
感
を
最
大
限
に
味
わ
っ
て
も
ら

う
た
め
に
、
京
都
会
場
、
東
京
会

場
と
も
に
最
新
の
４
Ｋ
カ
メ
ラ
を
３

台
ず
つ
設
置
。
品
質
の
高
い
鮮
明

な
映
像
に
よ
る
臨
場
感
を
そ
の
ま

ま
体
感
で
き
る
準
備
を
整
え
て
い

ま
す
。

　
参
加
者
に
と
っ
て
は
、
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
最
新
の
予
防
法
や
治
療
法

を
学
べ
る
絶
好
の
機
会
と
な
り
ま

す
。
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
遠
方
で

会
場
に
な
か
な
か
足
を
運
べ
な
か
っ

た
人
た
ち
に
は
、
ラ
イ
ブ
配
信
を

通
し
て
自
宅
や
オ
フィ
ス
で
自
由
に

聴
講
で
き
る
利
点
も
あ
り
ま
す
。

ラ
イ
ブ
配
信
映
像
を
ア
ー
カ
イ
ブ
で

　
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
今
回
の
ラ

イ
ブ
配
信
映
像
の
ア
ー
カ
イ
ブ
（
録

画
動
画
）
が
、
１
ヶ
月
間
に
わ
た
っ

て
公
開
さ
れ
る
こ
と
で
す
。
講
演

内
容
を
確
認
す
る
た
め
に
は
、
こ

れ
ま
で
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
別
途
購
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今

回
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
の
当
日
券

を
購
入
す
れ
ば
、
講
演
終
了
後
も

１
ヶ
月
間
は
何
度
で
も
閲
覧
で
き

る
の
で
、
学
習
や
研
究
を
深
め
る

こ
と
も
可
能
で
す
。

　
ち
な
み
に
料
金
に
つ
い
て
も
、
オ

ン
ラ
イ
ン
参
加
は
「
一
律
８
０
０
０

円
」
で
購
入
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
１
日
８
０
０
０
円
で
、
た

と
え
ば
京
都
会
場
で
あ
れ
ば
６
名

の
医
師
や
専
門
家
の
研
究
の
一
端
が

一
ヶ
月
の
間
、
何
度
も
聴
講
で
き
ま

す
。
こ
れ
だ
け
の
研
究
内
容
に
触

れ
ら
れ
る
の
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加

の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

治
療
法
は
自
分
で
決
め
る
！

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
配
信
で
学
ぶ
︑

こ
れ
か
ら
の
医
療
︒

が
ん
や
ア
レ
ル
ギ
ー
、
糖
尿
病
、
不
妊
症
な
ど
様
々
な
疾
患
に
対
す
る
治
療
法
、
予
防

法
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
聴
講
で
き
る
！
「
第
26
回 

統
合
療
法 

日
本
が
ん
コ
ンベン
シ
ョン
」

の
開
催
が
、
間
近
に
迫
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
本
誌
で
は
、
京
都
と
東
京
で
行
わ
れ

る
イ
ベン
ト
の
見
ど
こ
ろ
、ポ
イ
ン
ト
を
今
号
と
次
号
の
２
回
に
わ
た
っ
て
特
集
し
ま
す
。

第26回 統合療法
日本がんコンベンション
見どころPickup



油
と
脳
、
が
ん
治
療
の
専
門
家

　
ど
ん
な
メ
ンバ
ー
が
集
結
す
る
の

か
？　
今
号
で
は
、
京
都
会
場
に

つ
い
て
ダ
イ
ジェ
ス
ト
し
ま
し
ょ
う
。

　
ト
ッ
プ
バッ
タ
ー
は
、
医
師
で
脳

科
学
専
門
医
の
山
嶋
哲
盛
先
生
で

す
。
今
回
は
「
サ
ラ
ダ
油
は
生
活

習
慣
病
の
も
と
！
」
と
言
う
テ
ー

マ
で
、
油
と
脳
の
関
係
に
つ
い
て
言

及
し
ま
す
。
と
く
に
サ
ラ
ダ
油
の

毒
性
物
質
が
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
院

の
原
因
物
質
で
あ
る
と
の
研
究
結

果
は
要
注
目
で
す
。

　
二
人
目
は
、
京
都
大
学
名
誉
教

授
で
、
か
ら
す
ま
ク
リ
ニッ
ク
院
長

で
も
あ
る
和
田
洋
巳
先
生
で
す
。

が
ん
治
療
の
経
験
か
ら
「
大
切
な

こ
と
は
患
者
さ
ん
と
の
対
話
で
あ

る
」
と
の
認
識
に
立
ち
、
ど
の
よ

う
に
し
て
Ｑ
Ｏ
Ｌ（
生
活
の
質
）
を

あ
げ
る
か
を
患
者
と
と
も
に
考
え

て
い
く
治
療
で
成
果
を
上
げ
て
い

ま
す
。
和
田
先
生
は
、
こ
れ
ま
で

Ｄ
Ｖ
Ｄ
販
売
等
は
一
切
さ
れ
て
い
な

い
の
で
、
今
回
の
ラ
イ
ブ
配
信
及
び

ア
ー
カ
イ
ブ
の
閲
覧
は
必
見
で
す
。

　
三
人
目
は
、
栄
養
療
法
の
先
駆

者
で
あ
る
森
山
晃
嗣
で
す
。
今
回

は
「
ミ
ネ
ラ
ル
が
人
生
を
変
え
る
」

と
言
う
テ
ー
マ
で
、
特
に
ミ
ネ
ラ
ル

の
重
要
性
に
つ
い
て
講
演
し
ま
す
。

新
型
コロ
ナ
と
免
疫
力
の
関
係
性

　
午
後
の
部
で
は
、
本
誌
「
栄
養

物
語
」
で
お
馴
染
み
の
秋
山
真
一

郎
先
生
が
登
壇
し
ま
す
。
秋
山
先

生
は
、
治
療
法
の
一
つ
と
し
て
栄
養

療
法
を
積
極
的
に
推
進
し
、
成
果

を
上
げ
て
い
ま
す
。
栄
養
療
法
で

が
ん
が
縮
小
し
た
事
例
に
つ
い
て
紹

介
す
る
予
定
で
す
。

　
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
、
感

染
症
や
免
疫
力
への
関
心
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
次
に
登
場
す
る
藤
田

紘
一
郎
先
生
は
、
ま
さ
に
免
疫
力

と
感
染
症
の
専
門
家
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
や
免
疫
力
と
の
関
係
性
に

つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
す
。
専
門
家

な
ら
で
は
の
知
見
、
最
新
情
報
な

ど
耳
よ
り
な
話
が
満
載
で
す
。

　
最
後
は
、
環
境
問
題
で
お
馴
染

み
の
船
瀬
俊
介
先
生
で
す
。
船
瀬

先
生
は
、
消
費
者
の
身
近
に
あ
る

体
に
有
害
な
食
や
栄
養
に
警
鐘
を

鳴
ら
し
、
抗
が
ん
剤
の
危
険
性
や

笑
い
の
免
疫
学
な
ど
が
ん
治
療
や

予
防
に
つ
い
て
の
研
究
に
も
定
評
が

あ
り
ま
す
。

　
が
ん
、
ア
レ
ル
ギ
ー
、
感
染
症
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
ま
で
、

幅
広
い
統
合
療
法
の
見
解
が
聞
け

る
場
に
な
り
そ
う
で
す
。
こ
の
チ
ャ

ン
ス
を
ぜ
ひ
お
見
逃
し
な
く
！

あきやま しんいちろう
秋山 真一郎
「がん患者さんのための
免疫栄養療法」

もりやま あきつぐ
森山 晃嗣
「ミネラルが人生を変える！」

やましま てつもり
山嶋 哲盛

わだ ひろみ
和田 洋巳
「がんはどうしてできるの
か？ がんにはどう対処すれ
ばよいのか？」

ふじた こういちろう
藤田 紘一郎
「感染症と免疫力」

ふなせ しゅんすけ
船瀬 俊介
「日本の真相！ 
知らないと “殺される!!”」

「サラダ油は
生活習慣病のもと！」

2020年11月3日（火･祝）

京都会場  講演者情報
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